
2021年12月発行2021年度 No.4

〒961－8061 福島県西白河郡西郷村大字

小田倉字上上野原１５８－１

社会福祉法人牧人会

白河めぐみ学園

クリスマス、そして新年を迎える今、

理解し支えあう働きを大切にしましょう。

園 長 山 下 勝 弘

2021年のクリスマス、そして2022年の新年も、昨年と同じように、新型コロナ禍の社会環境の中で迎えようとしていま

す。2021年度の児童のクリスマス礼拝も全員がマスクをつけて参加し、祝会も食事を除いてマスクをし、喜びの声もど

こか控えめでした。

うれしいニュースは、今年も神戸女学院大学の関係者のみなさまから、児童一人ひとりに祈りのこもったクリスマスプ

レゼントが届けられていることです。このプレゼントは東日本大震災の後、10年にわたって続けてられています。コロナ

禍の中であればあるほど、クリスマスの時に、おたがいに愛のこもった思いを分かちあい、支えあう心が広がっていく

事実を知らされています。この暖かい喜びを受けとめながら、児童も職員も全員が新しい年、2022年を迎えます。

新しい年2022年では、高等部を卒園する児童、また満20歳を迎える児童には、新しい生活の選択を迫られる年にな

ります。どこで、だれと、どんな生活ができるのか、現在の社会環境では、困難な課題にあふれています。わたしたち職

員は、お互いがクリスマスの喜びに感じていた理解と支えあう暖かい心を大切にして、学園で生活を続ける児童、退園

を迫られている児童、すべての児童のより豊かな生活を支え育てる働きに努力する決意でいます。ご家族はじめ関係

12月21日（火）、めぐみ学園、こひつじ学園合同のクリスマス会が行われました。礼拝では、「クリスマス」に

ついてのスライドやお話、聖歌隊による賛美歌、トーンチャイム演奏を通して、クリスマスの喜びを実感できる

ひと時となりました。その後の会食では、美味しいご馳走を頂き、サンタクロースも登場して、とても嬉しい時

間となりました。

11月1日、白河めぐみ学園、白河こひつじ

学園、児童発達支援センターまきびとが合

同で防災訓練を行ないました。体育館にて

消防隊の方のお話を聞いたり、職員による

水消火器を使った消火訓練を見学する等、

防災についての学びを深めることの出来る

充実した時間となりました。

ご協力いただいた消防隊の皆さん、防災



子どもたちの生活や環境、職員の対応などについての苦情を受け付け、解決に取り組みます。お気軽にご相談

ください。

また、牧人会の苦情解決第三者委員会も設置されています。苦情受付箱「みんなのこえ」への投書や受付窓口

などに直接相談するほか、第三者委員に相談することもできます。

11月19日、秋のお楽しみ会として、めぐみ学園、こひつじ学園

合同での「のど自慢大会」を行ないました。今年は残念ながら、

新型コロナウイルス感染拡大防止への配慮から子どもたちの

みの参加となり、歌う時のみマスクを外すといった窮屈なスタイ

ルとなりましたが、歌にダンスと皆が生き生きとパフォーマンスし

てくれました。おやつには皆の大好きなドーナツにニッコリ笑顔。

終始、ワクワク楽しい充実した時間となりました。

10・11・12月とそれぞれの月に誕生会を行ないました。楽しみにしていたプレゼントをもらって、皆、嬉しそうで

すね。お誕生日おめでとうございます！


